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   メトロポリス的モンテカルロ法を利用したハイパーパラメータの推定
                （イジング模型の場合）
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                 推定方程式の不偏性
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を要請することは自然である．
 2．例
 実際の推定量では上の要請は必ずしも守られていない．
 側1．x～M（μ，θ）とすると，θの最尤推定量は
